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(百万円未満切捨て)

1．2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績(2024年4月1日～2024年9月30日)

(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 24,911 4.3 1,510 6.2 1,604 3.1 1,099 6.3

2024年3月期中間期 23,881 △25.7 1,422 △29.8 1,555 △31.6 1,034 △33.3

(注) 包括利益 2025年3月期中間期 1,206百万円(△42.2％) 2024年3月期中間期 2,089百万円( △1.9％)

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 168.46 －

2024年3月期中間期 158.46 －

(2)連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 51,180 28,984 56.6

2024年3月期 49,499 28,235 57.0

(参考) 自己資本 2025年3月期中間期 28,984百万円 2024年3月期 28,235百万円

2．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － － － 70.00 70.00

2025年3月期 － －

2025年3月期(予想) － 70.00 70.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

3．2025年3月期の連結業績予想(2024年4月1日～2025年3月31日)
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 7.5 2,900 8.7 3,000 0.4 2,100 2.5 321.65
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

(1)当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2)中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4)発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2025年3月期中間期 6,536,445株 2024年3月期 6,536,445株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 7,753株 2024年3月期 7,587株

③ 期中平均株式数(中間期) 2025年3月期中間期 6,528,795株 2024年3月期中間期 6,528,887株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づき作成されたものであり、実際の業績はこれらの予想数値と異なる

場合があります。業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】Ｐ３「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日まで）のわが国経済は、企業収益や雇

用情勢が改善する中で緩やかな回復基調で推移した一方、円安の進行や世界的な資源価格の高騰に

よる物価上昇、中東情勢の悪化やウクライナ情勢の長期化等、先行きは依然として不透明な状態が

続いています。

このような環境の中、当社グループにおいては、国内物流事業は倉庫業、流通加工業の取扱いが

堅調に推移したこと、また国際物流事業は輸出車両の海上輸送を除き取扱いが減少したものの、期

中に海上運賃の上昇があったことや、高付加価値商品の取扱いが増加したことなどが要因となり、

両事業ともに増収増益となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は249億１千１百万円（前年同期比10億２千９百万円

の増収、4.3％増）、営業利益は15億１千万円（前年同期比８千８百万円の増益、6.2％増）、経常

利益は16億４百万円（前年同期比４千８百万円の増益、3.1％増）、親会社株主に帰属する中間純

利益は10億９千９百万円（前年同期比６千５百万円の増益、6.3％増）となりました。

当社グループのセグメント別の業績は、次のとおりであります。

セグメント別売上高

セグメント
前中間

連結会計期間
（百万円）

当中間
連結会計期間
（百万円）

前年同期比増減（△印減）

金額(百万円) 比率(％)

国内物流事業 13,511 14,359 848 6.3

国際物流事業 10,793 11,035 242 2.2

セグメント間内部売上高 △422 △483 △60 －

合 計 23,881 24,911 1,029 4.3

国内物流事業

国内物流事業におきまして、倉庫業は本年１月より東扇島流通センターが稼働したことによる取

扱い増加等により、売上高は42億９千８百万円（前年同期比10.5％増）、流通加工業も取扱いが増

加し、売上高は35億６千９百万円（前年同期比3.3％増）、陸上運送業は取扱いが減少したものの、

一部料金を見直したことにより、売上高は59億２千８百万円（前年同期比3.6％増）となりまし

た。

以上の結果、国内物流事業の売上高は143億５千９百万円（前年同期比８億４千８百万円の増収、

6.3％増）、営業利益は15億９千７百万円（前年同期比９千５百万円の増益、6.4％増）となりまし

た。

国際物流事業

国際物流事業におきまして、国際運送取扱業は複合一貫輸送、プロジェクト貨物の取扱いが減少し

たものの、輸出車両の海上輸送が増加したことに加え、期中に海上運賃の上昇があり、売上高は94億

１千４百万円（前年同期比2.0％増）、航空運送取扱業は輸出入ともに取扱いが減少したものの、運

賃単価の高い北米向け危険物の取扱いが増加したことにより、売上高は６億９千７百万円（前年同期

比33.1％増）、港湾作業は船内荷役、沿岸荷役とも取扱いが減少し、売上高は９億２千３百万円（前

年同期比11.1％減）となりました。

以上の結果、国際物流事業の売上高は110億３千５百万円（前年同期比２億４千２百万円の増収、

2.2％増）、営業利益は７億７千万円（前年同期比２千５百万円の増益、3.4％増）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比較して16億８千１百万円増加

し511億８千万円となりました。この要因は、主に新倉庫開設に伴い固定資産が13億１千１百万円

増加したことによるものであります。

一方、負債合計は、前連結会計年度末と比較して９億３千１百万円増加し221億９千５百万円と

なりました。この要因は、営業未払金等の増加により流動負債が６億３千７百万円増加したこと

と、長期借入金の増加等により固定負債が２億９千４百万円増加したことによるものであります。

純資産合計は、主に利益剰余金の増加により前連結会計年度末と比較して７億４千９百万円増加

し289億８千４百万円となりました。

自己資本比率は、純資産は増加したものの前連結会計年度末の57.0％から56.6％へ若干悪化し、

借入金依存度は、借入金の減少により前連結会計年度末の16.8％から16.1％へ低下しました。

決算年月 2023年９月 2024年３月 2024年９月

自己資本比率（％） 55.7 57.0 56.6

借入金依存度（％） 17.9 16.8 16.1

(注) 自己資本比率：自己資本／総資産

借入金依存度：借入金残高（社債含む）／総資産

②連結キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益

16億５千８百万円、減価償却費による資金留保９億６千２百万円等により、22億５千万円の収入

となりました。前年同期（21億２千９百万円の収入）との比較では、税金等調整前中間純利益が

増加したこと等により、１億２千万円の収入の増加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、新倉庫建設を含めた設備投資18億４千万円等により22

億８千２百万円の支出となりました。前年同期（６億５千７百万円の支出）との比較では、16億

２千５百万円の支出の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の収入９億６千万円がありましたが、既存

借入金の返済、社債の償還及び配当金の支払い等により６億５千３百万円の支出となりました。

前年同期（12億１千１百万円の支出）との比較では、５億５千７百万円の支出の減少となりまし

た。

これらに現金及び現金同等物に係る換算差額（１億７千６百万円の増加）を加え、全体では５

億１千万円の減少となり、現金及び現金同等物の中間期末残高は、82億９百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間の業績は、概ね期首予想（2024年５月10日発表の予想数値）に沿って進捗し

ているため、通期の業績予想につきましては、予想数値を据え置いております。

なお、景気動向や事業環境の変動等により、連結業績予想に修正の必要が生じた場合には適時に

開示いたします。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,420 9,429

受取手形及び営業未収金 4,684 4,379

電子記録債権 219 383

その他 974 1,481

貸倒引当金 △4 △5

流動資産合計 15,293 15,668

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 49,287 54,591

減価償却累計額 △37,213 △37,881

建物及び構築物（純額） 12,073 16,710

機械装置及び運搬具 3,083 3,072

減価償却累計額 △2,610 △2,652

機械装置及び運搬具（純額） 472 419

工具、器具及び備品 2,221 2,303

減価償却累計額 △1,954 △2,011

工具、器具及び備品（純額） 267 291

土地 6,809 6,809

リース資産 1,435 1,402

減価償却累計額 △730 △711

リース資産（純額） 705 691

建設仮勘定 3,167 70

有形固定資産合計 23,496 24,992

無形固定資産

借地権 977 977

その他 305 279

無形固定資産合計 1,282 1,256

投資その他の資産

投資有価証券 8,258 8,028

繰延税金資産 188 194

その他 1,005 1,068

貸倒引当金 △41 △40

投資その他の資産合計 9,410 9,251

固定資産合計 34,189 35,500

繰延資産

社債発行費 15 10

繰延資産合計 15 10

資産合計 49,499 51,180
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 3,124 3,426

短期借入金 3,142 2,817

1年内償還予定の社債 940 840

リース債務 233 227

未払法人税等 379 641

その他 1,999 2,503

流動負債合計 9,819 10,456

固定負債

社債 520 400

長期借入金 3,714 4,194

リース債務 547 535

繰延税金負債 995 871

役員退職慰労引当金 1,062 1,100

退職給付に係る負債 2,449 2,458

長期前受金 966 966

資産除去債務 743 765

その他 445 447

固定負債合計 11,444 11,738

負債合計 21,264 22,195

純資産の部

株主資本

資本金 5,376 5,376

資本剰余金 4,415 4,415

利益剰余金 15,163 15,806

自己株式 △14 △14

株主資本合計 24,941 25,583

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,981 2,788

為替換算調整勘定 265 563

退職給付に係る調整累計額 46 48

その他の包括利益累計額合計 3,293 3,400

純資産合計 28,235 28,984

負債純資産合計 49,499 51,180
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 23,881 24,911

売上原価 21,424 22,325

売上総利益 2,457 2,586

一般管理費 1,034 1,075

営業利益 1,422 1,510

営業外収益

受取利息及び配当金 145 172

その他 38 35

営業外収益合計 183 207

営業外費用

支払利息 32 30

為替差損 － 69

その他 17 14

営業外費用合計 50 114

経常利益 1,555 1,604

特別利益

投資有価証券売却益 2 86

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 2 86

特別損失

固定資産処分損 23 27

投資有価証券評価損 － 3

特別損失合計 23 31

税金等調整前中間純利益 1,535 1,658

法人税、住民税及び事業税 491 609

法人税等調整額 9 △50

法人税等合計 500 558

中間純利益 1,034 1,099

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 1,034 1,099
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 1,034 1,099

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 801 △193

為替換算調整勘定 244 298

退職給付に係る調整額 9 2

その他の包括利益合計 1,055 107

中間包括利益 2,089 1,206

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,089 1,206

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,535 1,658

減価償却費 825 962

投資有価証券売却損益（△は益） △2 △86

投資有価証券評価損益（△は益） － 3

固定資産売却損益（△は益） － △0

固定資産処分損益（△は益） 23 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1 9

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 35 37

受取利息及び受取配当金 △145 △172

支払利息 32 30

売上債権の増減額（△は増加） △398 141

仕入債務の増減額（△は減少） 462 274

その他 289 △416

小計 2,659 2,470

利息及び配当金の受取額 139 165

利息の支払額 △33 △31

法人税等の支払額 △662 △359

法人税等の還付額 26 5

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,129 2,250

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △108

投資有価証券の売却による収入 27 178

定期預金の預入による支出 △84 △733

定期預金の払戻による収入 － 288

固定資産の取得による支出 △567 △1,840

固定資産の売却による収入 － 0

貸付けによる支出 △1 △0

貸付金の回収による収入 0 0

投融資による支出 △32 △68

投融資の回収による収入 0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △657 △2,282

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △283 △153

リース債務の返済による支出 △117 △131

長期借入れによる収入 700 960

長期借入金の返済による支出 △768 △651

社債の発行による収入 393 －

社債の償還による支出 △680 △220

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △456 △457

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,211 △653

現金及び現金同等物に係る換算差額 143 176

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 404 △510

現金及び現金同等物の期首残高 8,743 8,719

現金及び現金同等物の中間期末残高 9,148 8,209
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）

等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。なお、中間連結財務諸表に与える影響

はありません。

（表示方法の変更）

（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「為替差益」は、

金額的重要性が乏しくなったため、当中間連結会計期間より「その他」に含めて表示してお

ります。この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の

組替えを行っております。

この結果、前中間連結会計期間の中間連結損益計算書において、「営業外収益」の「為替

差益」に表示していた25百万円は、「その他」として組み替えております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２国内物流事業 国際物流事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 13,145 10,736 23,881 － 23,881

セグメント間の内部売上高
又は振替高

365 57 422 △422 －

計 13,511 10,793 24,304 △422 23,881

セグメント利益 1,501 745 2,247 △824 1,422

（注） １ セグメント利益の調整額△824百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費
用△818百万円であります。全社費用は、主として報告セグメントに帰属しない一般管理
費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２国内物流事業 国際物流事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 13,929 10,982 24,911 － 24,911

セグメント間の内部売上高
又は振替高

430 52 483 △483 －

計 14,359 11,035 25,395 △483 24,911

セグメント利益 1,597 770 2,367 △856 1,510

（注） １ セグメント利益の調整額△856百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費
用△853百万円であります。全社費用は、主として報告セグメントに帰属しない一般管理
費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


